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次  第 
 
 
 
１．諮問事項 
（１）東京都市計画地区計画中野四丁目地区地区計画の決定について（東京都決定） 
（２）東京都市計画公園（中野中央公園）の変更について（中野区決定） 
 
 
２．その他 
 
 
 

－以 上－ 

































 

 

参考資料 

地区計画の案と原案との対照表 

項  目 地区計画（案） 地区計画（原案） 修正理由 

位  置 中野区中野四丁目、新井二丁目及び野方一丁目各地内 中野区中野四丁目地内 地区計画の北側の区域境は、

都市計画道路の中心としてい

る。現状の町丁境が現道の南端

にあることから、訂正を行った。 

 本地区は、中野の新しい拠点として、21 世紀を先導する

魅力あるまちづくりを実現するため、まちづくりガイドラ

インを策定し、警察大学校等跡地の国有地を活かして、公

共と民間のパートナーシップにより、地区で一体の開発整

備を推進する。 

跡地の土地利用転換及び街区の再編にあたっては、防災

公園等の都市基盤施設の整備を進め、避難場所としての安

全性の確保を図るとともに、中野駅周辺の「賑わいの心」

の整備・育成と連携し、商業・業務、教育・文化、医療、

居住、公共公益等の機能を備えた複合市街地を形成する。

地区計画の目標  本地区は、中野の新しい拠点として、21 世紀を先導

する魅力あるまちづくりを実現するため、まちづくり

ガイドラインを策定し、警察大学校等跡地の国有地を

活かして、公共と民間のパートナーシップにより、地

区で一体の開発整備を推進する。また、みどりの保全

と緑化の推進、資源・エネルギーの有効活用など、地

区全体で環境保全型の開発整備を推進する。 

また、みどりの保全と緑化の推進、資源・エネルギーの有

効活用など、地区全体で環境保全型の市街地を形成する。

 

 

 「地区計画の目標」のうち、

土地利用の方針に係わる部分

を、「区域の整備、開発及び保全

に関する方針」の「土地利用の

方針」として独立させ、わかり

やすくした。 

土地利用の

方針 

警察大学校等跡地の土地利用転換及び街区の再編に

あたっては、防災公園等の都市基盤施設の整備を進め、

避難場所としての安全性の確保を図るとともに、中野

駅周辺の「賑わいの心」の整備・育成と連携し、商業・

業務、教育・文化、医療、居住、公共公益等の機能を

備えた複合市街地を形成する。  

 

 

【項目なし】 

 
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に 

関
す
る
方
針 

建築物等の

整備の方針

1)再開発等促進区の区域内の複数建築物を一体のもの

とみなした場合に生じる日影の区域外に対する影響

に配慮して、（以下省略） 

1) 地区内の複数の建築物を一体のものとみなした場合に

生じる日影の地区外に対する影響に配慮して、（以下省

略） 

 「地区内」の定義を明確にす

るため、修正を行った。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

意見書の要旨及び区の見解 

≪ 東京都市計画 公園（中野中央公園）の変更 ≫ 
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意見書の要旨 ≪東京都市計画 公園（中野中央公園）の変更≫ 

 東京都市計画公園の変更に係る都市計画の案を平成１９年１月２６日から２週間公衆の縦覧に供したところ、都市計画法第２１条第２項において準用する同法第１

７条第２項の規定により390通（個人又は連名385通、団体5通）の意見書の提出があった。その意見の要旨は次のとおりである。 

 

名  称 意 見 書 の 要 旨 中 野 区 の 見 解 

東京都市計画公園

(中野中央公園) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 賛成意見に関するもの 

118通（個人又は連名114通、団体4通） 

 

 １ まちづくりの推進に関する意見 

 （1）公園が早期に実現することによって中野駅周辺の防災機能は飛

躍的に向上する。中野駅周辺の賑わいと環境が調和したまちづ

くりを推進し実現していくためにも、都市計画公園の変更に係

る都市計画を速やかに決定していただきたい。 

 

 ２ 災害時の防災機能の向上に関する意見 

（1）計画されている公園は、広域避難場所のほぼ中央に位置し、実

現により中野駅周辺の防災機能は飛躍的に向上するため、都市

計画を速やかに決定していただきたい。 

 

 (2) 中野区は、道路が狭小で大勢が集まるすべての施設（学校、病

院、集合住宅など）は、災害時の管理責任を問われている。公

園を中心とした都市計画案を地元模範地域として推進するよう

Ⅰ 

    

 

１  

新たに設置する都市計画公園は、災害時における広域避難場所の防災

拠点として、日常時における来訪者や地域の人々の憩いと交流の空間と

して整備を図ることから、都市計画審議会の審議を経て、早急に都市計

画決定を行いたい。 
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Ⅱ 反対意見に関するもの 

253通（個人又は連名253通、団体0通） 

 

１ 公園計画の見直しに関するもの 

 

・ 区民の安全の確保より、にぎわいの心を優先する現在の計画

は大規模な公園を主体とする計画に見直すことを求めます。

広域避難場所の機能を果たすことのできる 4ha 以上の防災公

園を設置してください。 

・ 公園の面積を当初計画の面積にしてほしい。 

・ 区民は緑と青空を望んでいます。子供たちのためにも４ｈａ

以上の広場を。 

・ マンション計画を止め、４ｈａの防災公園の確保するよう再

考を願う。 

・ この地区に４ｈａ以上の公園を整備して下さい。日当たりの

良いビル風の吹かない公園としての空地を残して下さい。ヒ

ートアイランド化に加担する開発は環境悪化により未来を壊

すことになります。 

・ 警察大学校跡地の中に、４ｈａ以上の区民のオアシスとして

の緑豊かな公園と、安心、安全の防災公園としての機能を兼

ね備えた都市公園を整備してください。隣接する私達の居住

地は災害時には避難場所として当跡地は指定されています。

・ もっと広い４ヘクタール以上の防災公園にしたほうが公的な

補助金も出てお金はかからないのではないか。計画には反対

です。 

・ 中野駅周辺は立てこんでいます。４ｈａの防災公園を警大跡

地に作ってください。１．５ｈａでは余りに狭小です。 

・ 避難場所をもともとの計画の４ヘクタールにして下さい。子

供達にとっても大人にも憩いの場としても必要です。 

・ ４ｈａ以上の緑の公園を残して下さい。 

・ 2001 年に東京都、中野区、杉並区で約束した４ヘクタール以

上の防災公園を作ることを要求します。 

Ⅱ  

  

 

１  

 

 平成17年3月に制定した「中野区基本構想」では、中野駅周辺地

区はにぎわいの中心として、業務・商業施設、住宅、教育機関などさ

まざまな施設が複合的に誘導され、広域避難場所としての機能とみど

り豊かな空間を備えたまちと位置づけている。 

 中野駅周辺のまちづくについては、警察大学校移転跡地の清掃工場

の建設中止や上記の基本構想を踏まえ、約２年間もの時間をかけて、

広く区民等との意見交換を行うとともに、区民が参画した「調査検討

委員会」や「区民検討会」での議論などを重ね、一昨年５月に「中野

駅周辺まちづくり計画」を策定した。 

 この計画では、中野駅周辺地区について、賑わいと環境が調和した

新しい中野の顔とするため、防災公園等の都市基盤施設の整備を進

め、避難場所としての安全性の確保を図るとともに、商業・業務、教

育・文化、医療、居住、公共公益等の機能を備えた複合市街地の形成

を図ることとしている。 

 本都市計画案は、「中野駅周辺まちづくり計画」に基づき、地区の

ほぼ中央部に約１．５ｈａの都市計画公園を新たに設置するものであ

る。 

また、この公園とあわせ、中野区四丁目地区地区計画の２号施設と

して約１．５ｈａの公共空地の整備や、民間や大学等の敷地内にまと

まったオープンスペースを確保し、これらが一体となって３～４ｈａ

のまとまった空間を確保することとしている。 

 こうした空間は、可能な限りみどりの保全や創出を図るとともに、

周辺の公共施設などの緑化を推進し、緑の連続性にも充分配慮する。 

 このように、新たに設置する公園は、災害時における広域避難場所

の防災拠点として、日常時における来訪者や地域の人々の憩いと交流

の空間として整備を図ることとしている。 
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・ 住民の憩いと安全を守る公園とオープンスペースは最低レベ

ルとする計画案です。公園は最低 4 ヘクタールを確保するべ

きです。 

・ 目先の財政的な判断ではなく、100年先の公益を優先させ、公

園用地は４ha以上を確保してください。位置は、JR線路側の

対象地区の境界から地区を東西に横切る計画道路までの間と

して下さい。 

・ 一人当たり公園面積が23区内で22位である中野区にとって、

大規模な公園の整備は最重要課題である。特に密集市街地で

形成された中野区は、警察大学校等跡地以外に大規模な公園

を確保する機会はないことから、広域的な利用を目的とした

４ha以上の規模の公園を整備することを求める。 

・ 4ha以上の公園をつくり、それを核としてみどり豊かなまちづ

くりを目指してほしい。 

 

・ 突如出てきた高層マンション及び商業ビルの計画を見直し、緑

豊かな公園を拡大し後世に残すべきである。 

・ 出来るだけ公園を拡大してほしい。 

・ 大規模な公園を確保する唯一の機会であり、十分な広さと質の

高い広域避難場所を確保できるよう公園やオープンスペース

をもっと広くしてほしい。 

・ JR 中野駅を中心とする人口は非常に多く、災害時に避難する

には（公園が）1.5ha では狭すぎるので、拡大するか中野区側

と杉並区側おのおのに設定することを要望する。 
・ 地球温暖化が心配されている時、少しでも緑を残し公園の敷地

を広く取る。あの大木を一本でも多く残すということを肝に銘

じて計画を進めるべきです。 

・ 区内には小さな公園があっても、人々がのびのびと憩える公園

はいくつもありません。もっと広い公園を確保すべきです。超

高層ビル建設のために公園が狭く、建物の北側で日照のないと

ころになることには猛反対です。もっと広い公園を確保すべ

き。 

 本都市計画案は、区民参加で策定した「基本構想」や「中野駅周辺

まちづくり計画」を踏まえ作成されたものであり、早急に都市計画決

定を行い、早期に事業化を図る必要がある。 

 

災害時の仮設住宅の場所や規模等については、地方自治体の地域防

災計画で示されることとなっている。現在、東京都がこの防災計画の

見直しを行っており、中野区の計画についても、都との適切な役割分

担のもと、今後必要な修正を行うこととしている。 
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・ 中野区は他の区に比べて公園面積が少ないため、今計画する警

大跡地に市民が利用し活用できる公園面積をもっと広くして

ほしい。 

・ 当初案のように防災とみどりを基本とする広い公園を作って

ください。人々の命と環境を守る防災を兼ねた緑地にすること

こそ、一自治体の目の前の利益より未来を見据えた誇らしい選

択になると信じます。 

・ 2001 年の計画を踏まえ広い公園を中心とした計画に作り直し

てほしい。 

・ 災害時の広場もすくないので、中野区民の為の公園緑地を広く

とって欲しいと思います。公園用地を拡大して欲しい。 

・ これからの中野は安全に住める街になってほしいと思います。

広い公園を作っていろいろな年代の人達が集える場所にして

ほしい。 

・ 今の計画では公園として何の意味もないので、跡地利用の変更

を願う。 

・ 中野区は緑が少ない。今、広大な緑地を失ったら二度と元には

もどらないので、計画の見直しを強く要求する。 

・ 中野警察学校跡地を含む当地域における計画案の全面的に見

直しを要求、提案する。 

・ 高齢化が進む中、緑がいっぱいの憩える場所、集える場所、ま

た、若者子ども達が伸び伸びとスポーツや音楽が出来る場所に

してほしい。広域避難場所としても充分に使えるように考えて

いただきたい。 

・ 地震災害に備えての広域避難場所の確保は当然の義務と考え

る。防災公園4.4haをぜひお願いしたい。 

・ 民間開発をやめ、区域５といっしょに４．４１haの都市公園と

する計画に変更してください。 

・ 環境を守るためにも、緑豊かな防災公園を造ってほしい。可能

ならば跡地全てをみどりの公園としてほしい。 

・ 空地には高層ビル等建てずに、避難場所としての広場を確保し

公園にしてほしい。 
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・ 千載一隅のこの機会を活かして、中野区の誇りとなる広い公園

を作ってほしい。 

・ 防災公園に隣接する文教利用（大学法人）と民間（住宅）の計

画を見直し、防災公園と一体の広い緑地としてください。 

・ 公園を広く取って、緑豊かな中野としてほしい。 

・ 大規模な公園確保を最優先にしてほしい。 

・ 警察病院と統合する予定の中学校用地以外、残りの総ての用地

は、計画を撤廃して緑地公園として欲しい。 

・ 歴史公園（犬屋敷、陸軍中野学校）、都・区民の運動や健康増

進の場として、警察病院以外の全てを緑の公園としてほしい。

・ 超高層ビルを中心とした計画を見直し、大規模な公園を確保し

てほしい。 

・ 都内でも最も公園の少ない区であり、大きな広場として残し、

公園として確保したい。 

・ ヒートアイランド防止のために、大規模な公園を主体とする計

画に見直すことを求める。 

・ 警察病院以外の部分はできるだけ公園面積を広くしてほしい。

・ 警大跡地の特性から、自然公園建設しか考えられない。跡地の

最低５０％の敷地を活用して夢のあるプロジェクトとして実

現することを望む。 

・ 高層ビルは環境の悪化が懸念される。中野区は自然が少ないの

で大きな公園を作ってください。 

・ 区民の安全確保の点から警大跡地は大規模公園にすることを

強く希望する。 

・ 東京は公園緑地が少なく、青梅街道、環七、早稲田通り等の環

境悪化が健康被害を生んでおり、大規模な緑地が都市計画上も

必要なので、残された跡地の主要な部分は公園にすべきです。

・ ＣＯ2削減の立場からも、公園の面積をより増やすことを望む。

当初の１０haの計画であった公園面積に戻すべきである。区民

の原風景としての公園は、大規模で多くの人々を受け入れなけ

ればならないと考える。 

・ 計画に反対です。新しい大規模な緑の空間を確保してほしい。
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・ 高層ビルを中心とした現在の計画より大規模な公園を確保し

て下さい。次代の子供たちを育てるためにも大規模な公園が必

要と思われます。 

・ 超高層ビルと交通量の増加による大気汚染、ヒートアイランド

の原因。区民にとっては何一つ良いことはありません。区民に

とって警大跡地は防災公園を兼ねた緑の多い公園として確保

してくださることが一番総ての面で良き結果になると思いま

す。 

・ 中野区は他区に比し緑多い広大な公園に恵まれていない。従っ

て跡地の公園化を希望します。 

・ 現在の計画を見直し、大規模な公園を確保して欲しい。 

・ 高層ビルを中心とした現在の計画を見直し、大規模な公園、オ

ープンスペースを確保してください。 

・ 高層ビルを中心とした現在の計画を見直し、大規模な公園、オ

ープンスペースを確保してください。充分な広さの広域避難場

所として、公園を広くしてください。 

・ 近くに広くてのんびりできる公園があったらどれほどすばらし

いことでしょう。ましてやこれからの時代は経済発展よりも自

然環境の保護を優先して考えていかなければならない時代なの

です。そして公園をつくってもらえればそれを防災公園として

利用することもできます。警察大学校の跡地には広い公園をつ

くってほしいと思います。 

・ 防災公園は広い面積が必要 

・ 防災公園としてのスペースを最も広大に確保願いたい。更に高

層ビル計画を見直し大規模に緑地化し公園として確保して欲し

い。 

・ 地震に対して都内で最も危険な地域であるにも関らず、公園の

空白地帯であること、防災公園は広域避難場所として利用でき

る広さになっていないこと、避難人口の増加が予想されるのに

無視していること、ヒートアイランドや地球温暖化は既に都区

部を脅かし、中野区、杉並区は大きな影響を受けていること、

これらを理由に広い公園にすべきである。 
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・ 南側の商業・民間住宅により太陽を公園から奪わないで、商業、

民間＋防災公園にして素晴らしい大きな公園にしてください。

・ 警大跡地は今ある樹木（草原も）を最大限に生かし、建造物は

病院と災害対応の付属施設、最小限の公園施設のみにし、避難

場所として有効な囲町公園もそのまま取り入れ、原っぱと緑豊

かな公園にするよう強く望む。 

・ 全域を広域避難場所としての防災公園、いこいの場としての緑

地公園にしてほしい 

・ 高層マンションを建てないで、緑を残し防災公園としてもらい

たい。 

・ 警察大学校等跡地は、高層ビル開発をせず、病院以外は防災公

園として整備して欲しい。区民意見を反映させ、防災のために

広い公園を整備して欲しい。 

・ すぐそばに学校もあり人口の密集している地域でもあり、狭い

ビルに囲まれたようなとりあえずの公園では災害時に何の役の

も立ちません。経済優先よりも住民の安全確保のために公園と

して残してほしい。 

・ 今ある緑を最大限残し、広域避難場所に指定されているこの場

所は、余裕のある絶対的な広さが必要である。 

・ 行政は区民と中野駅利用者の安全と生活を守ることを優先に

して計画を作成すべきです。そのためには防災公園とスポーツ

施設を中心に設置すべきです。 

・ 税金を投入して作る公園です。公園の果たす役割の大きさを充

分認識して、老若男女誰からも愛され、住民が誇りとできるよ

うな、公園としての価値が高い計画公園に見直してください。

・ 日当たりのよい広々した緑の多い公園がほしい。 

・ 附近に超高層ビルはいらない。老人にもやさしい散歩のできる

所にしてほしい。 

・ 明るい防災緑地を造り地域住民だけでなく各地から沢山の

人々が安心して集える街にして頂きたい。 

・ 緑多く公園を確保してください。 

・ 警大跡地を緑のまま残すことは、地球温暖化防止に役立つ。 
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・ 防災公園をかねた緑の広場を確保してください 

 

・ 公園は、1.5ha 程度では区民、都民の多目的活用、ゆとりある

環境としては不十分であり、都市計画の再考を求める。 

・ 防災公園1.5haは、あまりにも狭小。生命を守ることはできな

い。 

・ 公園、広場にあたるものが狭すぎる。木を植え、水の流れをつ

くり、生物を観察したり（ビオトープ）、散歩したりするスペ

ースや、中学生が自由に運動できるグラウンドを持つスペース

を作ってほしい。 

・ 防災公園が1.5haというのは、あまりにも狭すぎる。まわりに

高層ビルが建つならば、少しでも広く公園スペースをとってほ

しい。 

・ 中野駅前の開発に期待していたが、警察大学の有効利用が出来

ると思っていたが商業・業務的マンションや高層ビルが建設さ

れることを知り大変残念である。（１．５haはせまい） 

・ ここは広域避難場所として指定されているが、今の計画ではビ

ルに囲まれた中央部にあり狭すぎる。防災公園をもっと広くし

てほしい。 

・ これだけの広さの土地に対して公園があまりにも小さすぎる。

防災公園の敷地を広く取ってほしい。 

・ 必要なのは防災とみどりの拠点となる公園・緑地・公共の広場

です。人口３０万人の自治体区庁舎に隣接する「防災公園」が

１．５ヘクタールで足りるはずがありません。 

・ 中野のような都会だからこそ、貴重な空間は公園として残すべ

きです。あまりにも小さい「公園」の計画に絶対反対です。 

・ ３０年以内に東京で大型地震の到来が予測される中で、１．５

ｈａの防災公園は周りの公共空地を入れても十分な広さとは

言えない。防災公園の面積をもっと広くしてほしい。 

・ 14ヘクタールの内、１．５ヘクタールの空地では小さすぎます。

未来の子供達のために良い環境を残してあげたいです。空地は

大切に大きく取っておくべきです。 
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・ 貴重なみどりがある国有地は防災広場として、また自然観察な

どの教育目的に利用するのが最も良い方法なので最大限広く

残したい。1.5ha 日陰の公園は利用価値が無いし、他のオープ

ンスペースも確保できるか保証は無い。 

・ 広い敷地を利用した自然公園が出来、市民が憩えればと思って

いました、小さな1.5haの公園（小金井公園のエントランスぐ

らいの広さしかない）では近隣のために考えた計画とは思えま

せん。 

・ 若者たちも楽しめるスケートボード場や池、畑、美術館などを

作ったら、とても1.5haで足りません。1.5haの公開空地では

緑地になると思えません。 

・ 跡地利用は当初の計画（三者合意）案より大幅に後退し、防災

公園1.5haは全て不十分。 

・  当初計画の4haの中央防災公園の広域避難場所が、1.5haの一

時避難場所に縮小され防災上危険になった。計画を撤回すべき

だ。 

・ 防災公園の面積が非常に狭すぎると思います。南側の２．９１

ｈａを防災公園にして地域住民に開放してほしい。 

・ 1.5ha の公園でビルに囲まれ、強風、日影となり、防災公園と

しての役割はゼロである。超高層ビルの計画を見直し、区民の

安全確保を優先した大規模な防災公園の確保を求める。 

 

・ 災害時に罹災者が住む仮設住宅が建てられるような広い緑地

を確保すべき。 

・ 災害発生時の避難仮設住宅の設置場所としての確保からも、緑

地オープンスペースの広い面積が必要である。 

 

 

 

２ 公園計画の配置等に関するもの 

 

・ 寒々とした陽のあたらない空間は疲れさせるばかり。これから

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

  本都市計画案では、「中野駅周辺まちづくり計画」に基づき、地区
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の見本となる様な公園、ひとの集まる場所となるように計画を

見直してほしい。 

・ 災害時に避難しやすいよう、防災公園を引き寄せ、文教利用地

区まで広げてほしい。  

・ 高層ビルに囲まれた狭い公園などは何にもならない。 

・ ビルに囲まれた公園に反対。場所を移し、さらに広くしてほし

い。 

・ 防災公園としての役割が、この様なビル・学校のまん中に存在

すること事態、避難することが非常にむずかしい。防災公園の

役割は全然はたせません。 

・ 中高層建築物に囲まれた 1.5ha の公園という設定は、つぼ庭の

発想である。公共のあるべき視点のない施策といえる。（公園も

だいたい公園設計から土木工事で終わる。植物層、土壌への持

続的配慮がない。） 

・ 高層ビルで囲まれた公園など、ビル風がひどい事などが容易に

想像できます。この機会なくして大きな公園は２度とつくれな

いような気がします。 

・ Ｆ字道路から南を公園としてほしい。 

・ 高層ビル群とみどりのスペースがアンバランスであるため、高

層ビル群とみどりの位置関係が適切でないため、新設中学校と

の一体感が喪失しているため、これらを理由に都市計画公園の

変更案に反対する。 

・ 中央中学校の南側の地区は防災公園と一体的なオープンスペー

スとすべきである。 

・ 防災公園を、日影でビル風の吹く高層の建物に囲まれた位置に、

民間開発の住宅の庭のように確保していることに疑問を感じ

る。民間開発のために公費を投入するようなものである。 

・ 今回の計画のように高層ビルで囲まれた公園は納得できませ

ん。 

 

 

 

のほぼ中央部に、大火災時に発生する輻射熱の影響からも守られる位

置に、防災の拠点となる1.5ｈａの都市計画公園を配置することとし

ている。 

 また、公園とあわせ、２号施設として約１．５ｈａの公共空地の整

備や、民間や大学等の敷地内にまとまったオープンスペースを確保

し、これらが一体となって３～４ｈａのまとまった空間を確保するこ

ととしている。 

 こうした空間は、可能な限りみどりの保全や創出を図るとともに、

周辺の公共施設などの緑化を推進し、緑の連続性にも充分配慮したも

のにする。 

 

 公園への日影や風等の影響については、今後開発者等が確定し、開

発や建築計画等を具体化する段階で、その影響等が少なくなるよう配

慮したい。  
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３ 広域避難場所に関する意見 

 

・ 現在の計画ではビルに公園が囲まれているため広域避難場所

になりません。箱物ではなく公園として広域避難場所にしてく

ださい。 

・ この計画案では跡地の中央部に公園やオープンスペースがあ

りビルに囲まれた形になっていてビル風や火災旋風が懸念さ

れます。広域避難場所として１人１㎡では充分といえません。

今以上に充分な広さと質の高い広域避難場所を確保できる様、

公園やオープンスペースを広くしてほしいと思います。 

・ 計画案の１．５ｈａの広さは、住民等を収容できるスペースで

はない。広域避難場所は大勢の命と身体の安全を守りきれるも

のでなくてはいけないはずです。しかし、現行の計画案ではそ

れがかなうとは到底考えられません。形ばかりの避難場所では

なく、周りを木立に囲まれた広いスペースの避難場所になるよ

う再度検討してほしい。 

・ 公園が狭すぎて１０万人の避難広場にならない。 

・ 広域避難場所として警大跡地の緑地を生かして確保してほし

い。 

・ 東京直下型地震が予測される今、充分な公園やオープンスペー

スを作るべき。 

・ 避難場所について、この大きさは狭く人命第一に考えたとは思

えない。 

・ 広域避難場所として１㎡/１人では十分とはいえません。広域

避難場所として十分な広さと質の高い避難場所を求めます。こ

の場所は単なる一時避難場所ではなく、防災の拠点としなけれ

ばならない大切なところだからです。 

・ 区部の広域避難場所の１人あたりの有効面積は3.28 ㎡（東京

都地域防災計画・震災変 平成 15 年修正）であることを考慮

し、一人当たりの避難場所の面積を大幅に増加することが必要

である。少なくとも一人当たりの有効面積３㎡の２分の１とな

る1.5㎡／人を基準として計画を見直すことを求める。 

３ 

 

  警察大学校跡地を含む「中野区役所一帯」は、大震災時に火災から

都民の安全を確保するための避難場所に指定されている。 

 跡地等の開発にあたっては、避難場所としての機能が引き続き確保

できるよう、「中野駅周辺まちづくり計画」に基づき、地区のほぼ中

央部に、大火災時に発生する輻射熱の影響からも守られる位置に、広

域避難場所の防災の拠点となる約１．５ｈａの都市計画公園を設置す

る。 

 また、公園とあわせ、２号施設として約１．５ｈａの公共空地の整

備や、民間や大学等の敷地内にまとまったオープンスペースを確保

し、これらが一体となって３～４ｈａのまとまった空間を確保するこ

ととしている。 

 さらに、地区施設、大学や公共･民間等の敷地等で、必要な避難有

効面積を確保する。 

 また、避難場所の安全性を確保するためには、避難場所周辺の建築

物の耐震性向上や不燃化を図ることが有効であることから、跡地の周

辺の地区においても、不燃化を進めるとともに、隣接区と連携して、

避難場所の機能向上を図る。 

 なお、東京都の指定する広域避難場所の収容計画の考え方では、避

難人口一人当たり１㎡の避難有効面積を確保することを原則として

いる。 
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・ 広域避難場所として１㎡は充分とはいえない。この案は賢案と

は考えにくい。安全確保、緑地温存をすることが、宝物を捨て

ないことです。 

・ 広域避難場所としては現行のままでは狭すぎると思います。充

分な広さと安全性を持つ広域避難所になるよう公園やオープン

スペースをもっと充実させてほしい。中野区、杉並区の住民そ

して帰宅困難者が避難してきたらスペースが足りないと思う。

・ 地区計画と一体のものであり反対する。今回の計画案では、防

災公園になる面積は、跡地のうち、ごくわずかです。警大跡地

は、せっかくまとまった空間なので、すべて空き地のまま残し、

広域避難場所として確保すべきと考えます。 

・ 大地震や火災のときに区民は逃げる場所はないのか。残された

場所は中野四丁目地区だけだ。 

・ 公園の周囲は超高層ビルではなく、平和の森公園のように防火

樹林で囲む必要がある。公園の南も東も超高層ビルで取り囲む

計画は、防災性の低下、環境破壊につながり容認できない。 

 

 

４ 現在の囲町公園の存続に関するもの 

 

・ 防災公園は、1.5ha では安全性が確保できないので、もっとみ

どりの空間を残してほしい。また、囲町公園はそのまま残して

欲しい。 

・ 既存の囲町公園も残し、より広い空地をとるよう計画を見直し

てほしい。 

・ 囲町公園をそのまま公園として存続させ、隣に予定されている

防災公園と一体化させ、できるだけ広い緑地を確保してほしい。

・ 防災公園にする所に建物を作るとはとんでもない。ゲートボー

ル場としての高齢者の生活を無くすのはもっての外。少年野球

の練習にも使われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

本都市計画案は、「中野駅周辺まちづくり計画」に基づき、地区の

ほぼ中央部に新たに配置する１．５ｈａの都市計画公園に、現況の囲

町公園約０．５ｈａを付け替える。 

 現在の囲町公園で担われていた機能等については、新たな公園で配

慮していきたい。 
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５ 計画の進め方に関する意見 

 

・ もう一度多くの区民の声を聞いてほしい（・中野駅周辺まちづ

くり計画として解釈） 

・ 公園としての環境を配慮しない都市計画公園について 

現在の都市計画公園の 1.5ha という大きさは、中野区が開発

者負担の方法をとったときの「現実的な数値」とされていた。

しかし、開発者負担方式は破綻し税金を投入することにした

わけであるから計画の財政基盤の変更に合わせて、財源計画、

まちづくり計画そのものを見直すように求める。 

・ 第一に考えるのはファミリーが住みたくなるようなまちづく

り。今の計画は業務商業中心のまちづくりが優先し、住民重

視ではないように感じる。環境と人間性、環境と社会性など

を十分考慮して、区が住民との間で納得が行くまで話し合い、

開発プランを提示することを期待する。 

・ 現計画案（「警察大学校等移転跡地土地利用転換計画案の見直

し」と解する）を白紙に戻し、「警大等跡地」利用に関する計

画案を森林公園兼非常時における周辺住民及び都心等からの

中央線利用者等のための一大避難地として頂きたい。 

・ 開発計画をまともに区民に知らせず計画を隠すように進める

ことは民主主義に反する時代錯誤である。開発計画を急ぐこ

とはなく、とりあえず大部分を公園として開放し時間をかけ

て事をすすめるべきである。 

・ 警察大学校などが移転したのは都心部の過密を解消するため

なのだから、跡地が「より過密」になったのでは、移転の目

的が果たせないことになる。従って、丸井本店閉鎖の影響も

考えて、「中野駅周辺まちづくり計画」全体の見直しをすべき

である。 

・ 手続きに問題があります。中野区の「みどりの基本計画」と

整合していない。 

・ 警大跡地利用の拙急な都市計画案に反対する。 

 

５ 

 

平成17年3月に制定した「中野区基本構想」では、中野駅周辺地

区はにぎわいの中心として、業務・商業施設、住宅、教育機関などさ

まざまな施設が複合的に誘導され、広域避難場所としての機能とみど

り豊かな空間を備えたまちと位置づけられている。 

 当地区のまちづくりについては、この構想を踏まえ、約２年間もの

時間をかけ、「区民と区長の対話集会」の開催、パブリックコメント

の実施などを通して広く区民等との意見交換を行うとともに、区民が

参画した「調査検討委員会」や「区民検討会」での議論などを重ね、

一昨年５月に「中野駅周辺まちづくり計画」を策定した。 

 この計画では、中野駅周辺地区について、賑わいと環境が調和した

新しい中野の顔とするため、防災公園等の都市基盤施設の整備を進

め、避難場所としての安全性の確保を図るとともに、商業・業務、教

育・文化、医療、居住、公共公益等の機能を備えた複合市街地の形成

を図ることとしている。 

 本都市計画案では、区民参加で策定した「基本構想」や「中野駅周

辺まちづくり計画」を踏まえ、作成したものであり、 

 にぎわいと環境が調和したまちの早期実現を求める多くの区民等

の要望に応えるためにも、早急に都市計画決定を行い、事業化を図る

必要がある。 

 

 「中野区のみどりの基本計画」は、平成１３年３月に策定した。そ

の後、社会経済情勢の変化等を踏まえ、区民参加のもと、新たな「中

野区基本構想」及び「中野駅周辺まちづくり計画」を策定した。 

「みどりの基本計画」についても、こうした構想等を踏まえ見直し

を行う。 
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・ 現在計画されている実に中途半端な防災公園のようで防災公

園と言いがたい公園が、真の『防災公園』となるよう中野・杉

並区民などを交えての区民参加を基本にした再考が必要と思

われます。よって、計画案の『凍結』を強く要望いたします。

・ 10 か年計画で中野が目指しているまちづくりは、住民の情報

を拒否しており最初の入り口から間違っている。この計画を認

めたならば都民、区民から失笑されるのが落ちだ。 

 

 

６ その他 

 

・ 温暖化の進む地球において、緑を潰しコンクリートの建物を築

き上げる理由を地域住民にきちんと説明する義務を中野区及び

東京都は果たしていない。区の行政は、第一に住民に対しての

責任があり、住み易い環境を提供する義務がある。23区の中で

も低レベルにある行政サービスの中野区において、これ以上住

民にとって劣悪な環境を強いる行政には納得できない。 

・ 学校、病院、老人ホーム、緑の環境、人間に必要な当たり前の

ことを切に願う。公園にして緑を増やし中野はすばらしい、を

日本国中にみせて。 

・ 警大跡地をそのままの自然のまま残して下さい。新たな緑をつ

くり避難場所として下さい。また、美術館等を作り中野の顔と

して下さい. 

・ 広大な跡地をそのまま緑の森として残して欲しい。 

・ すぐに建物を建てずに森のまま残し将来の事を考える期間をお

く。（1～2年でも）その間、人々が入れるようにする。 

・ 私どもの中野五丁目は安心して避難できる広い公園がありませ

ん。老人が歩いて避難できるのは警大の広場です。どうぞ広場

を残してください。 

・ 自然破壊反対 

・ 緑、年輪を重ねた樹木の残る公園、区民や都民の憩いの場を残

したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

  少子・高齢化の進展や産業構造が大きく転換する中、都市の活力を

持続・向上させるとともに、安全で環境にやさしいまちづくりを推進

することが強く求められている。 

 こうしたことから、中野駅周辺地区については、先に策定された「中

野区基本構想」を踏まえ、約２年間もの時間をかけて、広く区民等と

の意見交換を行うとともに、区民が参画した調査検討委員会や区民検

討会での議論などを重ね、一昨年５月に「中野駅周辺まちづくり計画」

を策定した。 

 本計画では、中野駅周辺地区を、賑わいと環境が調和した新しい中

野の顔とするため、防災公園等の都市基盤施設の整備を進め、避難場

所としての安全性の確保を図るとともに、商業・業務、教育・文化、

医療、居住、公共公益等の機能を備えた複合市街地の形成を図ること

としている。 

 中野の活力を一層高めていくためには、本計画に沿ってまちづくり

を進めることが不可欠であり、早急に都市計画決定を行い、にぎわい

と環境とが調和したまちを一日も早く実現する。 
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・ 都市計画公園の日照を冬至についても十分確保するためには、

都市計画公園の南側の建物については、高さを３５m に制限す

る必要がある。 

・ 渇望するのは空地と緑と木々。高層ビルや商業地区ではない。

・ 警大等跡地の利用は公園緑地等の公共施設に限るべきだ。 

・ にぎわいの心を優先する超高層ビルを中心とした現在の計画を

見直して、大規模な公園を確保してほしい。 
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Ⅲ その他の意見に関するもの 

   19通（連名又は個人18通、団体1通） 

 

１ 樹木保護、環境等に関する意見 

 

・ 今ある大きな木は全部残してほしい。自然を残し、木を残すこ

とは地球温暖化を防ぐ一助になる。 

・ 貴重な樹木を残してほしい。 

・ 警大跡地の多くの巨木や並木を、今のまま広場として残してほ

しい。 

・ 警察大学校跡地を地球環境にやさしい緑の空間とする。跡地内

に残る照葉樹林、けやき並木、植込み等は保存する。 

・ 都全体から見ても今回の空地は貴重なものです。緑が人間にも

たらす力は計り知れません。出来る限り緑を残す計画にしてい

ただきたい。 

・ 木々、樹木を切る事をせず、絶対に残して下さい。（特定の樹

木を指定している） 

・ 長い年月を経て育てられた多くの樹木を何とか残してほしい。

・ 地球温暖化のことを考えると緑を残して下さい。 

 

 

２ 公園の内容（利用、作り方、機能、施設等）に関する意見 

 

・ 警大跡地が防災と文教を要とする都民に誇れる憩いの場とな

るよう要望する。 

・ 災害時だけではなく憩いの公園にして頂きたい。 

・ 新宿副都心の隣接地に都、中野区共に誇れる公園を造りたい 

・ 多くの人が緑の中で楽しめる、どこにもないすばらしい公園を

つくってほしい。 

・ 緑多い散歩コース、また緑のつくる良い空気を呼吸する場（公

園）を増やすよう要望する。 

・ 大規模な雨水利用施設、災害時多数防災に使用できる施設等を

Ⅲ 

 

 

１  

 

「中野駅周辺まちづくり計画」では、快適でみどり豊かなまち

を実現するため、都市の根幹となる公園や公共施設などの緑化を

推進するとともに、みどりのネットワーク化等を積極的に図るこ

ととしている。 

このため、警察大学校跡地の既存樹木は、将来の開発や建築計

画等との整合を図りながら、可能な限り保全していきたいと考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  

 

当該公園は、災害時における広域避難場所の防災拠点として、日常

時における来訪者や地域の人々の憩いと交流の空間として整備する

ことしている。 

このため、防火水槽、情報伝達設備、防災井戸、仮設トイレ設置の

ための設備など、防災上必要な施設を設ける。    

また、地域のみどりの拠点として、みどりの創出やみどりの保全に

努めるとともに、周辺の公共施設やオープンスペースなどとのみどり

の連続性に充分配慮した計画とする。 

公園の機能や施設等については、今後、基本構想や基本設計等の作
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整備、地上には、ブナ、椎など常緑樹を植林して下さい。 

・ 新設される公園内に区内の文化団体や芸能サークルが舞踊や

楽器の練習ができる場所と環境を作ってください。 

・ 防災公園は現公園の配置替えに止まらず震災時の水・電力・熱

の自然エネルギー供給機能を確保するよう、各方面の学識経験

者の意見を実施計画や契約に生かしてほしい。 

・ 今すぐ空いている敷地を区民に開放し利用させて欲しい。将来

的には運動公園として色々なスポーツに利用できる広場をつ

くってほしい。今敷地内にある大きな木は、大切に育てるべき。

・ 微生物の多い土がない限り生物は生きていけない。ゆえに緑を

残し土を生かして人間らしく生きつづけられる様に公園又は

森を希望する。 

・ ぜひとも警察大学校跡地にエイサーなどの音楽、文化、芸能の

練習や、まつりの行うことのできる場所つくりに取り組んでい

ただきたくお願いいたします。 

・ ぜひ緑の多い公園（管理をしっかりして）を作っていただきた

い。 

・ 中野警大跡地はアメニティある防災公園にしてください。 

・ 緑豊かな公園を確保してほしい。 

・ 公園づくりは、かつてこの地に存在した里地の自然をベースと

した公園とし、造成から維持、運営まで区民が時間をかけてつ

くる手法でお願いします。 

・ 警大跡地は、緑の面積の少ない中野区にとっての最後の砦であ

り、何としても区民の憩いの地、緊急時の避難場所も兼ねた区

民の心のより所と確信している。武蔵野台地特有の樹木が残さ

れており、この樹木を中心とした公園を作るべき。 

・ 新宿御苑のような有料公園にして、土地を大きくいじらずに、

少しでも収入をえることを考えた方が賢明と思う。無料公園に

するとホームレスのたまり場になる。 

・ 地域に人々の心をやすらかにする緑多き公園があり、子供達も

自由に活動出来る広場がほしい。 

・ 公園・ドッグランなどを作ってほしい。 

成の段階で、区民等の意見を聞きながら、検討を行いたい。 

 あわせて、公園の管理・運営のあり方については、周辺の公共空地 

やオープンスペース等も含めて検討を行う必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




